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Ⅰ．目標 

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深め、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資

質や能力を身に付ける。健康・安全について理解を深めることを主とし、疾病構造や社会の変化に対応し、健康を保持増

進するためには、健康に関する個人の適切な意思決定や行動選択及び健康的な社会環境作りを行うことを理解する。思春

期から高齢者までの生涯の各段階における健康課題への対応についても理解を深める。 

また、保健・医療制度や地域の保健・医療機関の適切な活用及び環境と食品の保健、労働と健康など社会生活における

健康の保持増進について、個人生活のみならず社会生活とのかかわりを含めた総合的な理解を深めることを目標とする。 

 

Ⅱ．授業のねらい 
１ 健康の考え方 

健康の考え方やその保持増進の方法は、国民の健康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変わってきており、健康 
に関する個人の適切な意思決定や行動選択が重要となっていること、また、我が国や世界では、様々な保健活動や 
対策などが行われていることを伝える。  

２ 健康の保持増進と疾病の予防 
健康を保持増進すると共に、生活習慣病を予防する為には、食事、運動、休養及び睡眠の調和がとれた生活の実践 
及び喫煙、飲酒に関する適切な意思決定や行動選択が必要である。また、薬物乱用は心身の健康などに深刻な影響 
を与えることから行ってはならないこと、また、医薬品は正しく使用をする必要があること。感染症の予防には、 
適切な対応が必要であることを学ぶ。 

３ 精神の健康 
人間の欲求と適応規制には様々な種類があること及び精神と身体には密接な関連があること。また、精神の健康を 
保持増進するためには、欲求やストレスに適切に対処するとともに、自己実現を図ることの重要性を学習する。 

４ 応急手当 
   障害や疾病の際に、応急手当を行うことは重要である。応急手当の正しい手順や方法を理解し、心肺蘇生法の知識 

を習得することが必須である。 
 

Ⅲ．授業の進め方 

  (1) 教科書を中心に、新高等保健体育ノート、iPadを副教材として使用する。 

  (2) 状況によって適切な資料を活用し、実生活に即した授業を展開する。 

  (3)  classiノートを活用し課題の配布及び提出、評価を実施している。（提出期限を守る） 

 

Ⅳ．学習上の留意点 

板書はノートまたはプリントに書き写すこと。また、後から見直して理解できるように色分けし、先生の説明を書

き入れる等の工夫をすること。 

 

 

 

 



Ⅴ．定期試験 

   学期ごとに1回定期試験を行う。教科書、ノート、配布プリント、新高等保健体育ノートを中心に出題する。 

1学期 期末試験：日本における健康課題の変遷～生活習慣病の予防と回復 

2学期 期末試験：身体活動・運動と健康～精神疾患への対応 

3学期 学年末試験：事故の現状と発生要因～日常的な応急手当 

Ⅵ．評価の方法 

 

① 定期試験、小テストの結果 

② 授業態度【積極的な発言、授業への取り組む姿勢】 

④ 提出物の評価【新高等保健体育ノート、学習ノート等】 

 

Ⅶ．授業計画 

 

 

 

 

 

 

学期 月 単元・学習項目 評価方法 到達目標 

一
学
期 

 
4 
 
 
 
 
5 
 
 
 
 
6 
 
 
 
7 

 

＜1章 現代社会と健康＞ 
1.日本における健康課題の変遷 
 
2.健康の考え方と成り立ち 
 
3.ヘルスプロモーションと健康に関わ
る環境づくり 
 
4.健康に関する意思決定・行動選択 
 
5.現代における感染症の問題 
 
6.感染症の予防 
 
7.性感染症・エイズとその予防 
 
8.生活習慣病の予防と回復 
 
 
 

授業を受ける姿
勢 
 
積極的な発言 
 
 
 
 
 
 
 
 
小テスト 
 
新高等保健体育 
ノートの提出 
 
1学期期末試験 
試験 

・様々な健康指標を読み取り、健康水準の動向
や、その変化を理解する。 

・WHOの健康定義を足掛かりにして、健康と
は何か、健康に影響を与える要因について
理解する 

 
・意思決定・行動選択に影響を与える要因を個
人的要因と環境要因に整理し、失敗例や成
功例などからポイントを学ぶ。 

・感染症の発生や流行には自然や社会の環境
が影響することについて理解する。 

 
・感染症予防の三原則について理解する。 
 
・性感染症・エイズの現状と今後の課題につい
て理解する。 

・生活習慣病のリスク軽減し予防するために
必要な個人の取り組みについて理解する。 



 

 

※ シラバスの内容については、理解度やその他の都合により変更することもあります。 

 

 

 

二
学
期 

9 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 

11 
 
 
 
 
 

12 
 

9.身体活動・運動と健康 
 
10.食事と健康 
 
11.休養・睡眠と健康 
 
12.がんの予防と回復 
 
13.喫煙と健康 
 
14.飲酒と健康 
 
15.薬物乱用と健康 
 
16.精神疾患の特徴 
 
17.精神疾患への対応 
 
 
 

授業を受ける姿
勢 
 
 
 
積極的な発言 
 
 
 
 
 
 
 
小テスト 
 
新高等保健体育 
ノートの提出 
 
2学期期末試験 
試験 

・身体活動・運動と健康の関係について理解す
る。 

・身体活動・運動の継続的な実践に必要な個人
と社会の取り組みについて理解する。 

・食事と健康の関係について理解する。 
・適切な休養・睡眠の確保に必要な個人および
社会の取り組みについて理解する。 

・がんには様々な種類があることやがんの発
生要因について理解する。 

・喫煙行動にかかわる要因は多様で、それらに
対処する能力が求められる｡そのために、喫
煙による健康影響を理解し、その対策につ
いて個人や社会レベルで考える。 

・薬物乱用の健康への影響、開始の背景と防止
するための対策について学び、社会から薬
物乱用をなくすためにどうすればよいか考
える。 

・精神疾患の発症、回復のポイントを理解す
る。 

・精神疾患の予防や早期発見、治療や支援など
適切な対応について理解する。 

 

三
学
期 

1 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
3 

＜2章 安全な社会生活＞ 
 
1.事故の現状と発生要因 
 
 
2.交通事故の防止の取り組み 
 
 
3.安全な社会の形成 
 
 
4.応急手当の意義と救急医療体制 
 
 
5.心肺蘇生法 
 
 
6.日常的な応急手当 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業を受ける姿
勢 
 
積極的な発言 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小テスト 
 
新高等保健体育 
ノートの提出 
 
 
学年末試験 
試験 

・道路交通事故の状況を知り，具体的な事例を
もとに、車両の特性、当事者の行動や規範を
守る意識、周囲の環境などが関連している
ことを理解する。 

・交通事故を防止するためには、自他の生命を
尊重するとともに、自分自身の心身の状態
や車両の特性などを把握すること、個人の
適切な行動が必要であることを理解する。 

・事故のない安全な社会づくりには、環境の整
備が重要であり、特に交通事故を防止する
には、法的な整備、施設設備の充実、車両の
安全性の向上などの対策が必要であること
を理解する。 

・適切な応急手当は、傷害や疾病の悪化を防い
だり、傷病者の苦痛を緩和したりすること
の重要性を理解する。 

・日常生活で起こる傷害や、熱中症などの疾病
の際には、それに応じた体位の確保・止血・ 
固定などの基本的な応急手当の手順や方法
があることについて実習を通して理解す
る。 

・心肺停止状態においては、急速に回復の可能
性が失われ、速やかな気道確保、人工呼吸、
胸骨圧迫、AED（自動体外式除細動器）の
使用が必要であることを理解する。 


